




















































た効果を検討することを目的に調査研究を行った。対象は上級生である 3 年生 64 人，下級生である 2 年生












看護技術指導を行った 3 年生 64 人および指導を受けた
2 年生 63 人。
３．調査期間






















設（1 日間）で，1 年間を通して合計 4 日間の実習を行って
いる。2 年次には基礎看護学実習 Ⅱとして，7 月下旬～8



















級生である 3 年生は看護技術の想起と指導力の強化，2 年
生は看護技術練習の重要性の認識と基礎看護学実習に対
する不安の軽減である。
基礎看護学実習 Ⅱは，2 年次前期で 7 月下旬から 8 月
上旬の 2 週間の実習である。3 年生への技術指導の依頼方
法は，基礎看護学実習 Ⅱの配属部署が決定した 6 月初旬
















3 年生の指導担当学生は，2 年次の基礎看護学実習 Ⅱを
行った同じ病棟を担当したが，実習病院の変更に伴い 2
病棟は異なる部署の 2 年生を担当した。指導方法は，2 年
生が練習を重ねた後 3 年生に指導日時の確認を取り，3 年








3 年生からは 53 人（回収率 82.8％），2 年生からは 59 人
（回収率 93.7％）から回収した。
１．プリセプター方式について
指導時期について尋ねたところ，図 1 のように 3 年








タルサインの測定」が 3 年生は 53 人（100％），2 年生は 57
人（96.6％）だった。そのうち，次年度の必要性を尋ねたと
ころ，3 年生は 52 人（98.1％），2 年生は 47 人（79.7％）が
必要と答えた。2 年生で不要と答えた人が 10 人（16.4％）
と，3 年生と比較して多い結果であった。次に，図 2―1
のように 3 年生が全身清拭と陰部洗浄のうち指導をした





は選択させてほしい」と書かれていた。2 年生は図 2―2 の
ように，全身清拭と陰部洗浄のうち指導を受けた項目は，
全身清拭が 41 人，陰部洗浄 21 人となり，3 年生と同様に
全身清拭が多かった。次年度必要かを尋ねたところ，必
要と答えた人は全身清拭 38 人，陰部清拭 21 人であった。
次に，病棟ごとの指導について尋ねたところ，図 3 の
ように「よかった」と答えた 3 年生は 40 人，2 年生 43 人で
概ね良い評価であった。しかし，2 年生は 3 年生より「指
導する 3 年生と病棟が違った」と回答した人が 14 人と多
かった。予約の取り方について尋ねたところ，図 4 のよ
うに 3 年生は「よかった」3 人，「普通」36 人，「悪かった」













と，図 5 のように 3 年生は「よかった」3 人，「普通」37 人，
「悪かった」8 人であった。2 年生の自己評価は「よかった」
7 人，「普通」34 人，「悪かった」4 人であった。また，2 年






尋ねると，図 7 のように「熱心だった」3 人，「まあまあ熱
心だった」38 人，「まあまあ不熱心だった」9 人，「不熱心
― 66 ―




果，図 8 のように 3 年生が多かった項目は「実習全般」35
人，「宿舎について」18 人，「看護過程について」11 人の順
であった。2 年生が指導してもらったと捉えている内容は
「看護過程」20 人，「宿舎について」20 人が多く，3 年生と
の認識のずれがあった。















なかった」2 人であった。3 年生，2 年生共に役に立ったと
とらえていた。プリセプター方式による技術指導の今後





















る 3 年生，2 年生とも多かった。しかし，取り組みの熱意
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Effects of technical training in nursing incorporating the student preceptor system, conducted
prior to basic nursing training, and related problems
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Summary
A survey study examined the effects of technical training incorporating the preceptor system, in which senior students provide
juniors with technical advice, conducted prior to “Basic Nursing Training II”. Subjects were 64 third and 63 second year students. The
response rate among third and second year students was 82.8 and 93.7%, respectively. Both third and second year students considered
late June the most appropriate time of preceptor teaching. It is necessary to allow second year students to prepare themselves earlier and
take time to undergo thorough training. It is desirable to provide orientation for basic nursing training at an earlier period of the
following year, so that they can implement and receive preceptor-based technical training with a sufficient understanding of its
necessity. One specific subject of advice is “measurement of vital signs”, and another should be selected by third year students
according to the characteristics of the hospital ward, which is expected to develop their sense of responsibility. The effectiveness of
preceptor-based technical training has been supported because both third and second year students hoped that they would provide or
undergo it the following year as well. We hope to continue to organize it while addressing the problems identified during this year’s
training session.
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